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5
月
14
日
（
木
）、
揖
斐
川
岡
島
橋
下

流
で
「
チ
ビ
あ
ゆ
放
流
大
作
戦
」
が
開
催

さ
れ
、
鮎
の
稚
魚
放
流
と
川
の
学
習
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
来
年
、
岐
阜
県
で
開
催

さ
れ
る
「
第
30
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り

大
会
」
に
関
連
し
た
も
の
で
、
町
内
の
小

学
生
の
ほ
か
、
関
係
者
を
含
め
お
よ
そ
200

人
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
の
セ
レ
モ
ニ
ー
で
、
参
加
小
学
校

の
児
童
の
代
表
4
人
が
「
森
・
川
・
海
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
朗
読
し
、
宗
宮
町
長

へ
手
渡
し
ま
し
た
。

揖
斐
川
町
は
平
成
24
年
の
「
ぎ
ふ
清
流

国
体
」
で
カ
ヌ
ー
競
技
会
場
に
内
定
し
て

お
り
、
開
会
式
の
後
、
大
分
国
体
カ
ヌ
ー

競
技
「
ス
ラ
ロ
ー
ム
25
ゲ
ー
ト
」
準
優
勝

の
加か

藤と
う

哲て
っ

平ぺ
い

選
手（
岐
阜
県
出
身
）に
よ

る
カ
ヌ
ー
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

〜
揖
斐
川
と
仲
良
し
で
い
つ
ま
で
も
き
れ
い
が
い
い
な
！
〜

（
子
ど
も
た
ち
と
つ
な
ぐ

森
と
水
の
里
づ
く
り
）
チ
ビ
あ
ゆ
放
流
大
作
戦
！

操
法
技
術
を
競
い
合
う

揖
斐
川
町
消
防
操
法
大
会

〜
揖
斐
分
団
3
年
連
続
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
！
〜

▲迫力あるカヌーのデモンストレーション

そ
の
後
、
子
ど
も
た
ち
の
手
で
お
よ
そ

1
万
3
千
匹
の
鮎
の
稚
魚
が
放
流
さ
れ
、

旅
立
つ
鮎
に
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
国
土
交
通
省
木
曽
川
上
流
河

川
事
務
所
の
小
林
さ
ん
を
講
師
に
「
魚
に

や
さ
し
い
川
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

揖
斐
川
に
つ
い
て
の
学
習
を
し
ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
、
稚
魚
の
放
流
と
学
習
会

で
川
を
き
れ
い
に
保
つ
こ
と
の
大
切
さ
や

た
く
さ
ん
の
生
き
物
が
住
ん
で
い
る
こ
と

を
知
り
揖
斐
川
に
愛
着
が
も
て
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

▲あゆの稚魚の放流の様子
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▲小型ポンプの部優勝 揖斐分団第2班

5
月
31
日（
日
）、
市
場
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、

第
4
回
揖
斐
川
町
消
防
操
法
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
は
32

チ
ー
ム
、
ポ
ン
プ
車
の
部
に
は
17
チ
ー
ム

（
計
49
チ
ー
ム
）
が
出
場
し
、
連
日
連
夜

に
亘
っ
て
行
わ
れ
て
き
た
厳
し
い
訓
練
の

成
果
を
披
露
し
、
操
法
技
術
を
競
い
合
い

ま
し
た
。

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
小
型
ポ
ン
プ
の
部
》

優
　
勝
　
揖
斐
分
団
第
1
班

準
優
勝
　
小
島
分
団
第
3
班

3

位
　
大
和
分
団
第
4
班

4

位
　
大
深
分
団
第
2
班

5

位
　
北
方
分
団
第
2
班

6

位
　
大
和
分
団
第
3
班

7

位
　
小
島
分
団
第
2
班

8

位
　
清
水
分
団
第
2
班

9

位
　
小
島
分
団
第
1
班

10

位
　
小
島
分
団
第
4
班

《
ポ
ン
プ
車
の
部
》

優
　
勝
　
揖
斐
分
団
第
2
班

準
優
勝
　
大
和
分
団
第
1
班

3

位

永
分
団
第
1
班

4

位
　
小
島
分
団
第
2
班

5

位
　
坂
上
分
団

▲ポンプ車の部優勝 揖斐分団第1班
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〜
水
害
に
強
い
、安
心
安
全
な
ま
ち
を
次
代
へ
〜

水
害
サ
ミ
ッ
ト
in
東
海
開
催
！

▲パネルディスカッションの様子

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
出
場
決
定
！

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
い
び
川
ク
ラ
ブ▲皆さんのご活躍を期待しています。

5
月
8
日
（
金
）、
北
和
中
学
校
1
年

生
、
揖
斐
と
大
和
小
学
校
3
年
生
、
い
び

幼
児
園
と
や
ま
と
幼
児
園
の
5
歳
児
の
お

よ
そ
170
人
が
、
お
茶
の
手
摘
み
体
験
と
工

場
見
学
を
し
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
に
地
場
産
業
へ
の
理
解
と
愛
着
を
深
め

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
「
桂
茶
生
産
組

合
」
の
主
催
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

茶
摘
み
は
初
め
て
と
い
う
子
ど
も
が
多

く
、
は
じ
め
は
慣
れ
な
い
手
つ
き
で
し
た

が
徐
々
に
要
領
を
得
て
い
る
様
子
で
し
た
。

工
場
見
学
で
は
、
厳
重
に
衛
生
管
理
が

さ
れ
て
い
る
こ
と
や
摘
み
取
っ
て
か
ら
製

品
に
な
る
ま
で
の
工
程
を
学
び
ま
し
た
。

新
茶
を
手
摘
み

美
濃
い
び
茶

茶
摘
体
験
！

▲熱心に新茶を摘む子どもたち

坂
内
小
学
校
の
創
立
110
周
年
を
記
念
し

て
、
国
土
地
理
院
中
部
地
方
測
量
部
か
ら

記
念
品
の
地
図
の
贈
呈
が
、6
月
2
日（
火
）

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
国
土
地
理

院
が
6
月
3
日（
水
）の「
測
量
の
日
」
に

あ
わ
せ
て
行
っ
て
い
る
行
事
の
一
つ
で
す
。

記
念
に
贈
ら
れ
た
地
図
は
、
大
正
2
年

の
学
校
周
辺
と
現
在
の
学
校
周
辺
の
地

図
、そ
し
て
空
か
ら
の
写
真
の
計
3
点
で
、

見
比
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
日

本
地
図
の
パ
ズ
ル
も
全
児
童
に
贈
ら
れ
ま

し
た
。「
地
図
は
ど
う
や
っ
て
で
き
る

の
？
」
と
題
し
、
国
土
地
理
院
の
職
員
か

ら
説
明
が
あ
り
、ク
イ
ズ
形
式
の
問
題
に
、

先
生
も
知
ら
な
い
地
図
記
号
を
答
え
る
児

童
も
い
ま
し
た
。

ま
た
、
運
動
場
へ
移
動
し
て
歩
測
で
長

さ
を
調
べ
る
測
量
体
験
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

坂
内
小
110
周
年

国
土
地
理
院
が
記
念
品
贈
呈
！▲寄贈式典の様子（坂内小中学校にて）

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
「
い
び
川
ク
ラ
ブ
」
が
、

「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
全
国
大
会
に
出
場

を
決
め
、
５
月
13
日
（
水
）、
そ
の
報
告

に
役
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
県
予
選
会
で
、
県
内

15
チ
ー
ム
に
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
行
わ

れ
、
い
び
川
ク
ラ
ブ
が
見
事
優
勝
し
全
国

大
会
出
場
を
手
に
し
ま
し
た
。

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
は
、
60
歳
以
上
の
高

齢
者
を
中
心
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・

福
祉
の
総
合
的
な
祭
典
で
、
今
年
度
は
北

海
道
札
幌
大
会
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
交
流
大
会
は
、
9
月
5
日

か
ら
8
日
ま
で
の
4
日
間
、
北
海
道
石
狩

市
で
行
わ
れ
、
全
69
チ
ー
ム
が
優
勝
を
目

指
し
ま
す
。

5
月
30
日（
土
）、
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
ホ
ー

ル
（
名
古
屋
市
中
村
区
）で
、
伊
勢
湾
台

風
の
教
訓
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
水

害
サ
ミ
ッ
ト
in
東
海
」
が
開
か
れ
、
約
380

人
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

50
年
前
の
伊
勢
湾
台
風
は
、
高
潮
や
濁

流
な
ど
で
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
桑
名
市
の
諸も

ろ

戸と

靖や
す
し

氏（
輪
中
の
郷
館
長
）か
ら
当
時
の
状

況
が
報
告
さ
れ
、
宗
宮
町
長
ほ
か
4
人
の

パ
ネ
リ
ス
ト
が
、
水
害
に
つ
い
て
話
し
合

い
ま
し
た
。
最
後
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
務
め
た
松ま

つ

田だ

喬た
か

和か
ず

氏（
毎
日
新
聞
専
門

編
集
委
員
）は
、「
今
後
は
、
更
な
る
水
害

対
策
を
進
め
、
安
心
・
安
全
な
ま
ち
を
後

世
へ
繋
ぎ
ま
し
ょ
う
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。
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5
月
8
日（
金
）名
古
屋
市
金
山
総
合

駅
で
、「
揖
斐
川
町
大
特
産
市
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
町
内
の
農
業
団
体
な
ど
12

店
が
出
店
し
、
都
会
で
は
手
に
入
ら
な
い

揖
斐
川
町
の
特
産
品
を
買
い
求
め
る
来
場

者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
観
光
P
R
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら

れ
、
魅
力
あ
る
観
光
資
源
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

会
場
に
は
一
日
で
1
5
0
0
人
が
訪

れ
、
大
盛
況
の
中
終
了
し
ま
し
た
。

名
古
屋
で
特
産
品
を
販
売

揖
斐
川
町
大
特
産
市
！

▲買い物客で賑わう大特産市会場

5
月
29
日（
金
）か
ら
5
月
31
日（
日
）

ま
で
の
3
日
間
、
い
び
花
と
緑
の
ま
つ
り

2
0
0
9
が
、
揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
内
に
は
花
木
の
寄
せ
植
え
や
色
鮮

や
か
な
サ
ツ
キ
、
ひ
ょ
う
た
ん
の
置
物
、

押
し
花
な
ど
約
200
点
の
作
品
が
展
示
さ
れ

ま
し
た
。

駐
車
場
で
は
寄
せ
植
え
教
室
の
ほ
か
、

花
木
に
関
す
る
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
花
の
苗

の
無
料
配
布
、
物
産
展
な
ど
が
行
わ
れ
、

開
催
中
は
多
く
の
皆
さ
ん
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

花
と
緑
の
ま
つ
り
2
0
0
9

〜
見
事
な
花
木
な
ど
が
勢
ぞ
ろ
い
！
〜

▲丹精込められた作品が来場者を楽しませました

5
月
31
日（
日
）、
揖
斐
川
流
域（
揖
斐

川
・
谷
汲
・
久
瀬
・
藤
橋
・
坂
内
の
町
内
で

は
5
会
場
）で
N
P
O
法
人
い
び
が
わ
ミ

ズ
み
ず
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
は
じ
め
町

内
の
N
P
O
や
漁
業
協
同
組
合
な
ど
が
主

催
す
る
揖
斐
川
流
域
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
天
候
で
し
た
が
、
子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
多
く
の
人
が
参
加

し
、
河
原
に
落
ち
て
い
る
ご
み
を
拾
い
ま

し
た
。

ま
た
、
水
質
検
査
や
鮎
、
あ
ま
ご
の
放

流
も
合
わ
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

〜
き
れ
い
な
水
を
次
代
へ
〜

揖
斐
川
流
域
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

▲熱心に清掃活動を行う参加者の皆さん

揖
斐
川
町
坂
内
と
福
井
県
境
に
あ
る
夜

叉
ヶ
池
（
標
高
約
1
1
0
0
メ
ー
ト
ル
）

が
5
月
31
日
（
日
）、
山
開
き
さ
れ
ま
し

た
。
夜
叉
ヶ
池
登
山
口
で
、
安
全
祈
願
が

行
わ
れ
る
と
、
待
ち
か
ね
た
多
く
の
登
山

客
が
夜
叉
ヶ
池
を
目
指
し
、
山
道
を
一
歩

ず
つ
踏
み
し
め
な
が
ら
登
り
ま
し
た
。
こ

の
日
は
あ
い
に
く
の
天
気
で
し
た
が
、
霧

に
包
ま
れ
た
夜
叉
ヶ
池
の
神
秘
的
な
雰
囲

気
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

登
山
道
か
ら
夜
叉
ヶ
池
ま
で
は
、
片
道

3
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
コ
ー
ス
で
す
が
、
登

山
さ
れ
る
際
に
は
、
体
調
を
十
分
整
え
自

分
に
合
っ
た
登
山
を
お
願
い
し
ま
す
。

夜
叉
ヶ
池
山
開
き

自
然
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
登
山
！

▲登山を前に安全祈願をする参加者たち
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5
月
14
日（
木
）、
揖
斐
川
町
役
場
で
文

部
科
学
大
臣
表
彰
の
伝
達
が
行
わ
れ
、
お

は
な
し
の
会
「
ま
ど
」
の
皆
さ
ん
が
役
場

を
訪
れ
ま
し
た
。

お
は
な
し
の
会
「
ま
ど
」
は
、
昭
和
58

年
か
ら
25
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
人
形
劇

や
大
型
紙
芝
居
、
子
育
て
講
座
な
ど
の
活

動
を
続
け
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
読
書
へ

の
関
心
を
高
め
、
読
書
活
動
を
支
援
し
て

き
た
こ
と
が
今
回
の
受
賞
に
つ
な
が
り
ま

し
た
。

表
彰
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち

が
い
っ
そ
う
読
書
に
親
し
む
た
め
に
活
躍

さ
れ
ま
す
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

お
は
な
し
の
会
「
ま
ど
」

文
部
科
学
大
臣
表
彰
受
賞▲皆さんのご活躍を期待しています

こ
の
度
、
全
国
土
地
改
良
事
業
団
体
連

合
会
第
50
回
土
地
改
良
功
労
者
表
彰
で
銀

章
を
受
賞
し
た
、
西さ

い

郡ぐ
ん

井
水
土
地
改
良
区

（
理
事
長
松ま

つ

岡お
か

一は
じ
め

さ
ん
）が
、
5
月
1
日

（
金
）
そ
の
報
告
に
揖
斐
川
町
役
場
を
訪

れ
ま
し
た
。

西
郡
井
水
土
地
改
良
区
は
、
昭
和
27
年

に
設
立
さ
れ
、
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
と

運
営
向
上
に
努
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
認

め
ら
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

表
彰
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

西
郡
井
水
土
地
改
良
区

土
地
改
良
功
労
者
表
彰
受
賞
！

▲受賞報告に訪れた松岡さん（写真右）

4
月
12
日（
日
）に
亡
く
な
ら
れ
た

寺て
ら

井い

茂し
げ

夫お

さ
ん（
東ひ

が
し

津つ

汲く
み

）が
旭
日
単
光

章
を
受
章
さ
れ
、
宗
宮
町
長
よ
り
ご
家
族

へ
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

寺
井
さ
ん
は
、
昭
和
62
年
4
月
か
ら
久

瀬
村
議
会
議
員
と
し
て
3
期
12
年
の
長
き

に
わ
た
り
在
職
さ
れ
、
特
に
平
成
10
年

5
月
か
ら
の
1
年
間
は
議
長
と
し
て
久
瀬

地
域
の
発
展
と
議
会
の
円
滑
な
運
営
に
ご

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
生
前
の
功
労
が
認
め
ら
れ
今
回

の
叙
勲
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
多

大
な
功
績
に
対
し
、
敬
意
を
表
し
ま
す
と

と
も
に
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

叙
勲（
旭
日
単
光
章
）受
章

▲叙勲の伝達が行われました

こ
の
ほ
ど
細ほ

そ

野の

徹と
お
る

さ
ん（
三
輪
）が
瑞

宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ
、
5
月
20
日（
水
）

宗
宮
町
長
よ
り
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

細
野
さ
ん
は
、
昭
和
13
年
か
ら
昭
和
56

年
ま
で
教
員
と
し
て
勤
め
ら
れ
、そ
の
間
、

岐
阜
県
学
校
図
書
館
協
議
会
理
事
や
町
公

民
館
揖
斐
分
館
主
事
な
ど
を
歴
任
す
る
な

ど
、
40
年
以
上
の
長
き
に
わ
た
り
教
育
の

推
進
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

晴
れ
の
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。こ
れ
ま
で
の
多
年
の
功
労
に
感
謝
し
、

ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

叙
勲（
瑞
宝
双
光
章
）受
章

▲叙勲の伝達の様子


